
～豊岡の魅力を世界に発信～

映像や写真で紹介

新しい国際交流員カリンさんが着任しました

都市化が進む現代モンゴル～写真家Ｂ.インジナーシが見た　首都ウランバートル社会の断面～

ランス出身のカリン・グランさんが、新
たな国際交流員（CIR）として本市に着任

しました。７月末に退任されたジャド・ヌネ
ズさんの後任になります。
　カリンさんは、日本の大学への留学経験や
旅行会社へのインターンシップの経験があり、
フランス語以外に、英語、日本語が堪能です。
　急速に回復する訪日外国人の誘客事業に従
事し、外国人の目線で豊岡の魅力を世界に発
信します。

国際交流員（CIR）とは
　国際交流員は、地方自治体の国際交流部局
などで国際交流活動を行う職員です。本市では、
（一社）豊岡観光イノベーションで、インバウ
ンド事業に従事しています。

11月11日（土）～
2024年４月23日（火）

午前９時30分～午後５時
（入館は午後４時30分まで）
日本・モンゴル民族博物館

夏のTBS日曜劇場「V
ヴ ィ ヴ ァ ン
IVANT」の舞台と

して話題沸騰中のモンゴル。変貌する首
都とその周辺に暮らす人々の生活や息づかい
を、近年流行するヒップホップの映像や写真
家Ｂ.インジナーシの眼を通して紹介します。
▶休館日　水曜日（３月20日（祝）は開館、翌21
日休館）年末年始（12月27日～翌年１月４日）
▶入館料　一般500円、高大生300円、小中生
250円
※身体障害者手帳等をお持ちの方は半額、コ
コロンカード提示で兵庫県内の小中学生は
無料
▶監修　島村一平（国立民族学博物館教授）
▶写真提供　Ｂ.インジナーシ（写真家）

《問合せ》観光政策課☎21-9016

カリンさんからのメッセージ
　観光資源と市民の方々のおもてなしの心や
優しさを活かし、皆さんと一緒に居心地の良
い「小さな世界都市」を目指していきたいです。

 関連イベント　ギャラリートーク 
「ヒップホップから見る現代モンゴルの社会」
▶日時　11月26日（日）午後１時30分～３時
▶講師　島村一平（国立民族学博物館教授）
▶定員　先着30人（要予約、入館料が必要）

《問合せ》日本・モンゴル民族博物
館☎56-1000

▲ヒップホップのライブで観客と触れ合うラッパー
D
デ サ ン ト
esant　　　　　　　　　ⓒInjinaash, Bor

今

フ
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あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に
ス
タ
イ
ン
ウ
エ
イ
ピ
ア
ノ
を
弾
き
ま
せ
ん
か

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
」参
加
者
募
集

▼
応
募
条
件　
市
民
会
館
で
フ
ル

コ
ン
サ
ー
ト
サ
イ
ズ
の
グ
ラ
ン

ド
ピ
ア
ノ
を
弾
い
て
み
た
い
方

※
経
験
・
年
齢
・
ジ
ャ
ン
ル
を
問

わ
ず
。
高
校
生
以
下
の
方
の
参

加
に
は
保
護
者
の
同
意
が
必
要

▼
演
奏
条
件　
音
響
反
射
板
を
使

用
し
た
生
演
奏
。
舞
台
中
央
に

フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
サ
イ
ズ
の
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ（
ス
タ
イ
ン
ウ

エ
イ
）を
設
置
。
マ
イ
ク
は
使

用
不
可
。
ヤ
マ
ハ
の
グ
ラ
ン
ド

ピ
ア
ノ
も
準
備
可（
デ
ュ
オ
演

奏
可
）

▼
演
奏
時
間
・
参
加
料　
▽
高
校

生
以
下
１
人（
組
）５
分
以
内
・

千
円
▽
一
般
１
人（
組
）10
分
以

内
・
２
千
円

※
２
人
以
上
１
組
の
場
合
、
２
人

分
の
料
金

※
演
奏
時
間
に
は
用
意
・
片
付
け

の
時
間
を
含
む

※
演
奏
前
、
大
切
な
方
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
時
間
を
設
定（
１
分
以

内
）

▼
募
集
人
数　
高
校
生
以
下
20
人

（
組
）、
一
般
10
人（
組
）※
応
募

者
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考

▼
申
込
方
法　
12
月
25
日（
月
）午

後
５
時
必
着
で
左
記
二
次
元
コ

ー
ド
の
申
込
み
フ
ォ
ー
ム
に
よ

り
申
込
み
。
市
民

会
館
窓
口
で
も
受

付
可

▼
そ
の
他　
コ
ン
サ
ー
ト
演
奏
者

以
外
の
方
は
、
入
場
料
無
料
。

全
席
自
由

※
一
時
保
育
が
必
要
な
方
は
、

２
０
２
４
年
１
月
26
日（
金
）ま

で
に
申
込
み（
１
歳
児
以
上
の

就
学
前
幼
児
が
対
象
）

《
問
合
せ
》
市
民
会
館
☎
23
–

０
２
５
５（
火
曜
日
定
休
）

2024年２月11日（日）
▶午前の部　午前10時～正午
　　　　　　（開場午前９時）
▶午後の部　午後１時30分～３時30分
　　　　　　（開場午後０時30分）

市民会館文化ホール

  

消
費
生
活
相
談
員
の
知
恵
袋 
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〜
光
回
線
の
ア
ナ
ロ
グ
戻
し
の
ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
〜

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
回
線
と

Ｉ
Ｐ
電
話
を
契
約
し
て
い
る
人
に

「
電
話
代
が
安
く
な
る
」と
ア
ナ
ロ

グ
回
線
に
戻
す
よ
う
勧
誘
し
、
手

続
き
代
行
や
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
の
料
金
と
し
て
高
額
な
請
求
を

す
る
、
い
わ
ゆ
る
、「
ア
ナ
ロ
グ
戻

し
」の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま

す
。

◇
事
例

　
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て

い
な
い
な
ら
ア
ナ
ロ
グ
回
線
に
戻

し
ま
せ
ん
か
。
電
話
だ
け
の
契
約

に
す
れ
ば
安
く
な
り
ま
す
よ
」と

電
話
が
あ
っ
た
。
電
話
会
社
か

ら
の
連
絡
だ
と
思
っ
た
の
で「
お

願
い
し
ま
す
」と
答
え
た
。
担
当

者
が
来
訪
し
契
約
書
を
書
い
た
後
、

指
示
を
受
け
な
が
ら
自
分
で
電
話

し
て
工
事
を
予
約
し
た
。
後
で
契

約
書
を
見
る
と
契
約
先
は
知
ら
な

い
会
社
で
、
３
万
円
の
手
続
き
代

行
費
用
を
請
求
さ
れ
た
う
え
、
月

に
５
千
円
の
生
活
サ
ポ
ー
ト
の
契

約
に
な
っ
て
い
た
。

（
70
歳
代　
女
性
）

◆
ア
ド
バ
イ
ス

　
ア
ナ
ロ
グ
電
話
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
の
は
電
話
会
社
で
す
。

光
回
線
を
ア
ナ
ロ
グ
回
線
に
移
行

す
る
手
続
き
は
第
三
者
に
依
頼
す

る
必
要
は
な
く
、
自
身
で
電
話
会

社
に
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

費
用
や
条
件
等
の
詳
細
は
そ
の
際

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
電
話
勧
誘
や
訪
問
で「
ア
ナ
ロ

グ
戻
し
」の
手
続
き
代
行
や
生
活

サ
ポ
ー
ト
等
の
オ
プ
シ
ョ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
契
約
し
た
場
合
は
、
８
日

間
以
内
な
ら
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
が

可
能
で
す
。
勧
誘
を
受
け
た
と
き

は
、
一
人
で
決
め
ず
家
族
に
相
談

す
る
な
ど
し
て
、
必
要
な
け
れ
ば

き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

 

《
豊
岡
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
》

▽ 

相
談
受
付　
月
〜
金
曜
日（
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

▽ 

相
談
場
所　
生
活
環
境
課
内

▽ 

電
話
相
談　
☎
21
–
9
0
0
1

▽ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
過

去
の
知
恵
袋
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
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